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（１）

理事会の様子

予算額

1,327,000,000

211,683,000

8,000,000

1,000,000

60,000

72,000

92,138,000

1,000

5,000

1,639,959,000

40,000,000

40,000,000

1,679,959,000

前年度予算額

1,295,000,000

203,568,000

5,000,000

1,000,000

60,000

72,000

73,208,000

1,000

5,000

1,577,914,000

40,000,000

40,000,000

1,617,914,000

増　減

32,000,000

8,115,000

3,000,000

0

0

0

18,930,000

0

0

62,045,000

0

0

62,045,000

収入の部

科　　目

受 託 事 業 収 益

葬祭場管理運営費事業収益

労働者派遣事業等受託収益

受取会員登録手数料

基本財産運用益

特定資産運用益

受 取 補 助 金 等

受 取 寄 付 金

雑 収 益

経 常 収 益 計

借 入 金 収 入

財 務 活 動 収 入 計

収 入 の 部 合 計

予算額

1,609,299,000

35,660,000

1,644,959,000

40,000,000

40,000,000

1,684,959,000

▲ 5,000,000

5,000,000

0

0

0

前年度予算額

1,547,025,000

35,889,000

1,582,914,000

40,000,000

40,000,000

1,622,914,000

▲ 5,000,000

5,000,000

0

0

0

（単位：円）

増　減

62,274,000

△ 229,000

62,045,000

0

0

62,045,000

0

0

0

0

0

支出の部

科　　目

事 業 費

管 理 費

経 常 費 用 計

借入金返済支出

財 務 活 動 支 出 計

支 出 の 部 合 計

収 支 差 額

シルバー事業運営資金取崩収入

当 期 収 支 差 額

前期繰越収支差額

次 期 収 支 差 額

適
正
就
業
推
進
に
伴
う
契
約
継
続
の
見
直
し
や

派
遣
事
業
へ
の
移
行
に
加
え
、
雇
用
延
長
義
務

化
等
に
よ
る
高
齢
者
の
就
業
先
の
拡
大
に
よ

り
、
新
規
会
員
入
会
の
鈍
化
や
高
齢
化
が
顕
著

と
な
る
な
ど
、
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
が
よ
り
困
難

に
な
る
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　平
成
30
年
度
は
新
規
会
員
入
会
を
、
月
一
回

開
催
の
登
録
説
明
会
方
式
か
ら
予
約
制
随
時
登

録
方
式
へ
移
行
す
る
な
ど
、
利
便
性
の
向
上
と

就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
の
迅
速
化
が
図
れ
る
よ
う
改

善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
は
引
き

続
き
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
の
多
様
な
方
策

を
尽
く
す
と
と
も
に
、
次
期
計
画
策
定
に
向
け

て
、
計
画
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
把
握
・
検
証

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　加
え
て
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
及
び
「
か

わ
さ
き
北
部
斎
苑
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
安
全
で
安
定
的
な
葬
祭
場
事
業
運
営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
2
年
間
延

長
さ
れ
た
指
定
管
理
期
間
が
今
年
度
末
に
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
指
定
管
理
へ
の
対

応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
方
針

　
公
益
目
的
事
業
・
１

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　1

　会
員
の
増
強
と
育
成

　2

　就
業
機
会
の
拡
大
・
受
注
開
拓

　3

　安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

　4

　事
業
推
進
体
制
の
強
化

　5

　第
2
期
基
本
計
画
の
推
進
及
び
事
業
計

画
目
標
値
の
的
確
な
進
行
管
理

　6

　次
期
計
画
の
策
定

　3
月
25
日
（
月
）
に
第
3
回
定
時
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、 

① 「
特
定
費
用
準
備
資
金
等
取
扱

規
程
の
制
定
に
つ
い
て
」 

②
北
部
事
務
所
改
修

資
金
積
立
金
の
期
間
変
更
に
つ
い
て 

③
平
成
30

年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て 

④ 「
平
成

31
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
の

承
認
に
つ
い
て
」 

⑤ 「
平
成
31
年
度

川
崎
信
用
金
庫
短

期
借
入
金
契
約
に

つ
い
て
」
が
審
議

さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度 

事
業
計
画

　平
成
31
年
3
月
12
日
付
で
、
財
務
省
及
び
内

閣
府
よ
り
公
表
さ
れ
た
1
〜
3
月
期
の
法
人
企

業
景
気
予
測
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
輸
出
や
生

産
の
一
部
に
弱
さ
も
見
ら
れ
る
が
総
合
的
に

「
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
分
析

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

　雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
改
善
が
持
続
し
て
お

り
、
企
業
等
で
は
人
手
不
足
の
深
刻
化
に
よ
り
、

労
働
力
確
保
が
一
層
困
難
と
な
る
中
、
勤
務
時

間
や
勤
務
日
数
の
柔
軟
化
が
図
ら
れ
、
労
働
力

の
供
給
は
高
齢
者
や
女
性
を
中
心
と
し
て
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
28
年
度
事
業
実
績
か
ら
契
約
金
額
が
漸
減

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
主
た
る
要
因
と
し
て
は
、

　
公
益
目
的
事
業
・
２
（
葬
祭
場
運
営
事
業
）

　1

　公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
葬
祭
場
と
し

て
の
公
平
性
の
確
保

　2

　質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　3

　適
正
な
業
務
の
遂
行
と
効
率
的
な
事
業

運
営

　4

　か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
大
規
模
改
修
工
事

中
に
お
け
る
安
全
管
理
運
営

　
平
成
31
年
度 

収
支
予
算

新鶴見操車場の並びにあるセンター

真壁会員（左）

冨島会員（左）・今末会員（右） 大楠会員（左）・橋本会員（右）

笑
顔
で
臨
み
親
し
ま
れ
る

駐
輪
場
管
理
者

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
か
つ
て
東

洋
一
と
も
言

わ
れ
た
新
鶴

見
操
車
場
跡

地
の
一
角
に

あ
る
J
R
新

川
崎
駅
に
隣

接
す
る
大
型

商
業
施
設

に
、
買
い
物

客
や
通
勤
客

ま
た
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

へ
通
う
人
達

が
利
用
す
る

駐
輪
場
が
3

カ
所
あ
り
ま

す
。
今
回
は
こ
の
駐

輪
場
で
就
業
し
て
い

る
5
名
の
会
員
を
取

材
し
ま
し
た
。

（
株
）駐
輪
サ
ー
ビ
ス

の
片
所
現
場
長
さ
ん

か
ら

　
こ
こ
の
駐
輪
場
は

需
要
に
対
し
駐
輪
台

数
が
少
な
く
駐
輪
禁

止
の
場
所
に
駐
輪
さ

れ
る
と
い
う
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
シ
ル
バ
ー
の
会

員
に
は
駐
輪
場
所
を

巡
回
し
、
空
い
て
い

る
駐
輪
場
を
利
用
者

に
案
内
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た

女
性
や
高
齢
者
に
取

り
出
し
に
く
い
自
転

車
の
取
り
出
し
を
お

手
伝
い
い
た
だ
く
な

ど
、
お
客
様
が
少
し
で
も
気
持
ち
よ
く
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
接
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。

会
員
さ
ん
に
話
を
伺
っ
て

〇
利
用
者
の
集
中
す
る
午
前
と
午
後
の
3
時
間
ず
つ
を
交

替
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
体
力
的
に
問
題
は
な
い
の
で

す
が
、
自
転
車
同
士
の
間
隔
が
狭
く
、
動
か
し
た
際
に

置
き
直
し
す
る
の
に
大
変
手
間
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

〇
就
業
中
は
利
用
者
へ
の
笑
顔
の
挨
拶
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
一
寸
し
た
お
手

伝
い
に
お
礼
の
こ
と

ば
を
頂
戴
し
た
り
、

落
と
し
物
等
を
見
つ

け
た
際
に
い
た
だ
く

感
謝
の
気
持
ち
に

は
、
や
り
が
い
と
笑

顔
が
一
段
と
増
し
ま

す
。

〇
駐
輪
禁
止
の
取
扱

は
物
理
的
な
検
討
項

目
で
す
が
、
最
低
限

歩
行
者
の
歩
く
空
間

を
確
保
す
る
た
め
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
整
理
整
頓

に
努
め
て
い
ま
す
。

取
材
を
し
て
み
て

　
最
近
主
流
の
自
転
車
ブ
ロ
ッ
ク
装
置
の
前
輪
施
錠
型
が

タ
イ
ヤ
の
形
状
に
よ
っ
て
は
転
倒
し
が
ち
で
、
出
し
入
れ

に
奮
闘
す
る
利
用
者
も
少
な
く
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
利
用
者
に
笑
顔
で

親
し
ま
れ
る
存
在
と
し
て
就
業
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
堤
　
伸
雄

配分金支払日のお知らせ

4月分

5月分

6月分

5月27日 ㈪

6月25日 ㈫

7月25日 ㈭

4月分から6月分の配分金支払日は 
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日   
（金融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へお支払いします。

人 事 異 動

【新　任】（４月１日）

○南部事務所　主査
　前　田　忠　夫

【退　任】（３月31日）

○南部事務所　副所長
　青　木　敏　之
○中部事務所
　丸　山　純　子　



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

◇平成30年12月～平成31年2月　主な事故発生状況
事 　 故 　 状 　 況事務所区分 年齢 性別№ 仕事の内容

1　傷害事故

　就業場所までの往復途上で第3者の財物を壊した場合や身体を傷つけた場合（賠償事故）は、シルバー保険の対象外です。
　自転車の運転者である会員が賠償を含めた責任を負うこととなります。
　事故を起こさないよう最大限の注意を図り、万が一に備えて自転車賠償保険に加入することも必要です。

事故発生日

事 　 故 　 状 　 況事務所区分 年齢 性別№ 仕事の内容
2　賠償事故

事故発生日

熱 中 症 の 予 防 に つ い て
　熱中症のピークは7月から8月です。特に65歳以上の高齢者が多く発症しています。
【熱中症の症状】
○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い
○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う
重症になると、
○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い
就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努めましょう。
●「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
●「十分な水分と適度な塩分」「経口補水液」を摂取しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
●通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する。保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす。
●体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。
～熱中症の応急手当～
　日陰など涼しい場所へ移動し、衣服をゆるめ、うちわ等の風で体を冷やし、安静にして、水分を補給してください。
脇の下、太もものつけねを冷やすのも効果的です。自分で水が飲めない、強い倦怠感や痙攣で動けない場合は熱中症の疑
いがあることから、ためらわず医療機関へかかりましょう。
　室内でも発症する場合がありますので、夏期の節電を意識しすぎるあまり、健康を害することのないようご注意ください。

（３） （２）

畳の部屋の掃除を終え、雑巾を絞るために、バケツの置いてある
フローリングの部屋に移動しようと足をフローリングにかけた時
に滑ってしまい、顔と膝を打ちつけ、左膝を打撲し、唇を一針縫
った。

南部就業中 女701 清掃作業12月21日

敷地内の清掃中、狭い車輌間を通り抜けようとして、持っていた
塵取りを車輌にぶつけてしまい、右側面を傷つけてしまった。

会員がアパートの敷地内に設置された給湯器付近で鎌を使い、除
草作業をしていたところ、草の中に隠れていた給湯器の電源ケー
ブルに気付かず、鎌で切断してしまった。

中部

中部

就業中

就業中

女

男

83

80

1

2

清掃作業

除草作業

12月3日

12月10日

　
平
成
30
年
度
第
2
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が
2
月

20
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
Ⅰ
の
「
平
成
31
年

度
安
全
・
適
正
就
業
実
施
計
画
」
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
の
重
点
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
計
画
の
重
点
項
目
　

１
　
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

　
①
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
活
用

　
②
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
活
用

　
③
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策
委
員
及
び
会
員
の
育
成

　
④
安
全
・
適
正
就
業
基
準
の
徹
底

２
　
安
全
意
識
向
上
の
推
進

　
①
講
習
会
・
研
修
会
の
実
施

　
②
安
全
就
業
の
啓
発

　
③
健
康
管
理
の
充
実

　
議
題
Ⅱ
の
「
事
故
発
生

状
況
（
平
成
30
年
4
月
か

ら
平
成
31
年
1
月
）」
で

は
、
昨
年
度
に
比
べ
事
故

が
増
加
し
て
い
る
。
平
成

29
年
度
の
事
故
件
数
と
比

較
す
る
と
5
件
増
加
し
て

い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
か
ら
は
、
高
齢

平
成
30
年
度 

第
2
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
報
告

者
は
、
年
々
機
能
が
低
下
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意

識
し
て
、
事
故
の
な
い
よ
う
心
掛
け
就
業
す
る
よ
う
、
委

員
会
と
事
務
所
対
策
会
議
が
、
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、

会
員
へ
の
積
極
的
な
声
が
け
や
現
場
巡
回
を
行
う
こ
と
な

ど
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
個
人
の
認
識
も

必
要
不
可
欠
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
事
業
に
係
る
会
員
の
就
業
中
及
び
就
業

途
上
の
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
就
業
の
推
進
に
つ

な
が
る
「
安
全
就
業
標
語
」
及
び
就
業
に
係
る
『
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例
』
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て

御
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

　
事
務
所
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

F
A
X
ま
た
は
各
事
務
所
に
御
持
参
く
だ
さ
い
。

※
①
応
募
は
一
人
一
作
品

　
②
自
作
の
も
の
で
、
未
発
表
の
も
の

【
締
切
り
】　
令
和
元
年
5
月
31
日（
金
）

【
宛
　
　
先
】
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１
０
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川
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堤
根
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選
考
の
結
果
、
採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
度 『
安
全
就
業
標
語
』

　
　
　
　
　
　
　及
び
就
業
に
係
る

『
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例
』を

　
　
　
　
　
　
　
　
　募
集
し
ま
す

地域班全体連絡会議の様子

調理講習会の様子

■
地
域
班
だ
よ
り

第
２
回 

地
域
班
全
体
連
絡
会
議
の
開
催

平
成
31
年
３
月
25
日（
月
） 

セ
ン
タ
ー
本
部
会
議
室

　
議
題
の
平
成
31
年
度
の
地
域
班
に
係
る
活
動
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り

了
承
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

調
理
講
習
会
の
開
催

　
　
　
　
開
催
日
　
平
成
31
年
２
月
22
日（
金
）

　
　
　
　
開
催
場
所
　
て
く
の
か
わ
さ
き

　
　
　
　
参
加
人
数
　
9
名

　
毎
年
好
評
の
調
理
講
習
会
は
、
前
回
と
同
様
に
、

初
心
者
向
き
の
講
習
内
容
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

講
習
会
の
実
施
は
、
今
年
も
「
元
気
な
高
津
を
つ

く
る
会
」
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、 
①
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
話 

②
手
洗
い
マ

ス
タ
ー
か
ら
の
食
中
毒
予
防
の
話 

③
実
技
の
調
理

実
習
と
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
レ
シ
ピ
に

よ
る
お
か
ず
作
り 
④
各
グ
ル
ー
プ
の
お
か
ず
を
交

換
し
あ
い
講
話
を
聞
き
食
事 

⑤
喫
食
者
状
況
に
応

じ
た
食
事
へ
の
配
慮
の
話 
⑥
健
康
体
操
、
と
盛
り

沢
山
で
し
た
。

　
受
講
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
作
っ
て
食
べ
る
だ

け
で
な
く
、
栄
養
面
な
ど
様
々
な
お
話
が
聞
け
て

良
か
っ
た
」　「
多
く
の
レ
シ
ピ
が
あ
り
良
か
っ
た
」

「
自
分
で
は
よ
く
手
を
洗
っ
た
と
思
っ
て
い
て
も
意

外
と
汚
れ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
」

な
ど
様
々
な
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
受
講
者
数
が
昨
年
よ
り
少
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
講
師
の
方
か
ら
手
順
・
方
法
な
ど
直

接
御
指
導
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
も
実
施
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
募
集
定
員
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
友
達
も

お
誘
い
い
た
だ
き
、
御
参
加
く
だ
さ
い
。

安全・適正就業委員会の様子



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

◇平成30年12月～平成31年2月　主な事故発生状況
事 　 故 　 状 　 況事務所区分 年齢 性別№ 仕事の内容

1　傷害事故

　就業場所までの往復途上で第3者の財物を壊した場合や身体を傷つけた場合（賠償事故）は、シルバー保険の対象外です。
　自転車の運転者である会員が賠償を含めた責任を負うこととなります。
　事故を起こさないよう最大限の注意を図り、万が一に備えて自転車賠償保険に加入することも必要です。

事故発生日

事 　 故 　 状 　 況事務所区分 年齢 性別№ 仕事の内容
2　賠償事故

事故発生日

熱 中 症 の 予 防 に つ い て
　熱中症のピークは7月から8月です。特に65歳以上の高齢者が多く発症しています。
【熱中症の症状】
○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い
○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う
重症になると、
○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い
就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努めましょう。
●「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
●「十分な水分と適度な塩分」「経口補水液」を摂取しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
●通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する。保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす。
●体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。
～熱中症の応急手当～
　日陰など涼しい場所へ移動し、衣服をゆるめ、うちわ等の風で体を冷やし、安静にして、水分を補給してください。
脇の下、太もものつけねを冷やすのも効果的です。自分で水が飲めない、強い倦怠感や痙攣で動けない場合は熱中症の疑
いがあることから、ためらわず医療機関へかかりましょう。
　室内でも発症する場合がありますので、夏期の節電を意識しすぎるあまり、健康を害することのないようご注意ください。

（３） （２）

畳の部屋の掃除を終え、雑巾を絞るために、バケツの置いてある
フローリングの部屋に移動しようと足をフローリングにかけた時
に滑ってしまい、顔と膝を打ちつけ、左膝を打撲し、唇を一針縫
った。

南部就業中 女701 清掃作業12月21日

敷地内の清掃中、狭い車輌間を通り抜けようとして、持っていた
塵取りを車輌にぶつけてしまい、右側面を傷つけてしまった。

会員がアパートの敷地内に設置された給湯器付近で鎌を使い、除
草作業をしていたところ、草の中に隠れていた給湯器の電源ケー
ブルに気付かず、鎌で切断してしまった。

中部

中部

就業中

就業中

女

男

83

80

1

2

清掃作業

除草作業

12月3日

12月10日

　
平
成
30
年
度
第
2
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が
2
月

20
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
Ⅰ
の
「
平
成
31
年

度
安
全
・
適
正
就
業
実
施
計
画
」
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
の
重
点
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
計
画
の
重
点
項
目
　

１
　
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

　
①
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
活
用

　
②
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
の
活
用

　
③
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策
委
員
及
び
会
員
の
育
成

　
④
安
全
・
適
正
就
業
基
準
の
徹
底

２
　
安
全
意
識
向
上
の
推
進

　
①
講
習
会
・
研
修
会
の
実
施

　
②
安
全
就
業
の
啓
発

　
③
健
康
管
理
の
充
実

　
議
題
Ⅱ
の
「
事
故
発
生

状
況
（
平
成
30
年
4
月
か

ら
平
成
31
年
1
月
）」
で

は
、
昨
年
度
に
比
べ
事
故

が
増
加
し
て
い
る
。
平
成

29
年
度
の
事
故
件
数
と
比

較
す
る
と
5
件
増
加
し
て

い
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
か
ら
は
、
高
齢

平
成
30
年
度 

第
2
回

安
全
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適
正
就
業
委
員
会
報
告
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は
、
年
々
機
能
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下
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が
ち
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あ
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こ
と
を
常
に
意

識
し
て
、
事
故
の
な
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よ
う
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掛
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就
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す
る
よ
う
、
委

員
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と
事
務
所
対
策
会
議
が
、
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、

会
員
へ
の
積
極
的
な
声
が
け
や
現
場
巡
回
を
行
う
こ
と
な

ど
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
個
人
の
認
識
も

必
要
不
可
欠
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
事
業
に
係
る
会
員
の
就
業
中
及
び
就
業

途
上
の
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
就
業
の
推
進
に
つ

な
が
る
「
安
全
就
業
標
語
」
及
び
就
業
に
係
る
『
ヒ

ヤ
リ
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ッ
と
体
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事
例
』
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て

御
応
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く
だ
さ
い
。
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法
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務
所
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応
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に
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所
・
氏
名
・

電
話
番
号
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要
事
項
を
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の
上
、
郵
送
、
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ま
た
は
各
事
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所
に
御
持
参
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だ
さ
い
。
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結
果
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ま
す
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会
議
の
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催

平
成
31
年
３
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25
日（
月
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セ
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タ
ー
本
部
会
議
室

　
議
題
の
平
成
31
年
度
の
地
域
班
に
係
る
活
動
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り

了
承
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

調
理
講
習
会
の
開
催

　
　
　
　
開
催
日
　
平
成
31
年
２
月
22
日（
金
）

　
　
　
　
開
催
場
所
　
て
く
の
か
わ
さ
き

　
　
　
　
参
加
人
数
　
9
名

　
毎
年
好
評
の
調
理
講
習
会
は
、
前
回
と
同
様
に
、

初
心
者
向
き
の
講
習
内
容
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

講
習
会
の
実
施
は
、
今
年
も
「
元
気
な
高
津
を
つ

く
る
会
」
に
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願
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ま
し
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内
容
は
、 

①
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
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②
手
洗
い
マ
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タ
ー
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ら
の
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中
毒
予
防
の
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実
技
の
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理

実
習
と
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
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れ
レ
シ
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に

よ
る
お
か
ず
作
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④
各
グ
ル
ー
プ
の
お
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を
交

換
し
あ
い
講
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を
聞
き
食
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⑤
喫
食
者
状
況
に
応

じ
た
食
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へ
の
配
慮
の
話 

⑥
健
康
体
操
、
と
盛
り

沢
山
で
し
た
。

　
受
講
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
作
っ
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食
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る
だ

け
で
な
く
、
栄
養
面
な
ど
様
々
な
お
話
が
聞
け
て
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か
っ
た
」　「
多
く
の
レ
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が
あ
り
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か
っ
た
」

「
自
分
で
は
よ
く
手
を
洗
っ
た
と
思
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て
い
て
も
意

外
と
汚
れ
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て
い
る
こ
と
に
気
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か
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れ
た
」

な
ど
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々
な
声
が
挙
が
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て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
受
講
者
数
が
昨
年
よ
り
少
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
講
師
の
方
か
ら
手
順
・
方
法
な
ど
直

接
御
指
導
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
も
実
施
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
募
集
定
員
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
友
達
も

お
誘
い
い
た
だ
き
、
御
参
加
く
だ
さ
い
。
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家事援助サービス講習会等の様子

家事援助サービス講習会等の様子

川崎銀柳街PR活動の様子

川崎銀柳街PR活動の様子

巡回の様子

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（４）

★
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
・
懇
談
会

　平
成
31
年
2
月
26
日（
火
）
　出
席
者
　30
名

　
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
で

最
も
依
頼
の

多
い
室
内
清

掃
業
務
に
係

わ
る
「
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」
の
講

習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
に（
株
）

互
幸
ワ
ー
ク

ス
か
ら
小
関

芳
行
様
を
お

迎
え
し
て
、

浴
室
・
洗
面
所
・
キ
ッ
チ
ン
の
清
掃
ポ
イ
ン
ト
を
重
点
的

に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
逃
す
ま
い
と
熱
心
に
受
講

さ
れ
、
洗
剤
や
清
掃
道
具
の
こ
と
で
は
疑
問
点
を
次
々
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
会
員
が
携
わ
る
家
庭
内
清
掃

に
生
か
し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
終
了
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
職
員
を
交
え

熱
心
な
声
か
け

に
よ
り
、
チ
ラ

シ
１
，５
０
０

枚
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
１
，５
０
０

個
を
配
布
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
御
協
力
頂
い

た
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

平
成
31
年
2
月
18
日（
月
）

　
高
津
区
久
本
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
の
清
掃
作
業
現
場
の
巡
回

指
導
を
実
施
し

ま
し
た
。安
全
・

適
正
就
業
対
策

員
が
、
作
業
会

員
の
就
業
状
況

を
視
察
す
る
と

と
も
に
、
確
認

事
項
に
沿
っ
て

就
業
会
員
に
質

問
し
、安
全
・
適

正
な
就
業
が
で

き
て
い
る
か
確

認
し
ま
し
た
。

て
懇
談
会
を
実

施
し
、
発
注
者

が
な
か
な
か
物

を
捨
て
ら
れ
ず

整
理
で
き
な
い

場
合
や
掃
除
道

具
の
調
子
が
悪

く
、
清
掃
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か

な
い
場
合
等
の

改
善
方
法
に
つ

い
て
、
話
し
合

い
ま
し
た
。

★
川
崎
銀
柳
街
に
て
P
R
活
動

　平
成
31
年
3
月
15
日（
金
）
　参
加
者
　9
名

　
川
崎
・
幸
・
中
原
の
各
地
域
班
の
活
動
と
し
て
、
各
地

域
で
の
チ
ラ
シ
配
布
に
加
え
、
新
た
に
川
崎
銀
柳
街
で
会

員
募
集
チ
ラ
シ

及
び
テ
ィ
ッ
シ

ュ
配
布
活
動
に

取
り
組
み
ま
し

た
。

　
当
日
は
寒

く
、
ポ
ケ
ッ
ト

に
手
を
い
れ
て

い
た
歩
行
者
が

多
く
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
等
を
受
け

取
っ
て
も
ら
え

な
い
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
班

長
、
副
班
長
の

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
事
業
懇
談
会

　平
成
31
年
2
月
19
日（
火
）

　
中
部
事
務

所
2
階
会
議

室
に
お
い

て
、
家
事
援

助
・
子
育
て

支
援
業
務
に

就
業
中
の
会

員
と
、
就
業

希
望
の
会
員

を
対
象
と
し

た
懇
談
会
を

開
催
し
、
当

日
は
9
名
の

会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

ま
ず
職
員
か
ら
、
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
後
、
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

会
員
か
ら
、
実
際
の
就
業
状
況
の
説
明
や
、
質
問
を
受
け

付
け
懇
談
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

懇談会の様子

事務所安全・適正就業対策会議の様子

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（５）

★
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
・
懇
談
会

　平
成
31
年
2
月
26
日（
火
）
　出
席
者
　30
名

　
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
で

最
も
依
頼
の

多
い
室
内
清

掃
業
務
に
係

わ
る
「
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」
の
講

習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
に（
株
）

互
幸
ワ
ー
ク

ス
か
ら
小
関

芳
行
様
を
お

迎
え
し
て
、

浴
室
・
洗
面
所
・
キ
ッ
チ
ン
の
清
掃
ポ
イ
ン
ト
を
重
点
的

に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
逃
す
ま
い
と
熱
心
に
受
講

さ
れ
、
洗
剤
や
清
掃
道
具
の
こ
と
で
は
疑
問
点
を
次
々
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
会
員
が
携
わ
る
家
庭
内
清
掃

に
生
か
し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
終
了
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
職
員
を
交
え

熱
心
な
声
か
け

に
よ
り
、
チ
ラ

シ
１
，５
０
０

枚
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
１
，５
０
０

個
を
配
布
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
御
協
力
頂
い

た
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

平
成
31
年
2
月
18
日（
月
）

　
高
津
区
久
本
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
の
清
掃
作
業
現
場
の
巡
回

指
導
を
実
施
し

ま
し
た
。安
全
・

適
正
就
業
対
策

員
が
、
作
業
会

員
の
就
業
状
況

を
視
察
す
る
と

と
も
に
、
確
認

事
項
に
沿
っ
て

就
業
会
員
に
質

問
し
、安
全
・
適

正
な
就
業
が
で

き
て
い
る
か
確

認
し
ま
し
た
。

て
懇
談
会
を
実

施
し
、
発
注
者

が
な
か
な
か
物

を
捨
て
ら
れ
ず

整
理
で
き
な
い

場
合
や
掃
除
道

具
の
調
子
が
悪

く
、
清
掃
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か

な
い
場
合
等
の

改
善
方
法
に
つ

い
て
、
話
し
合

い
ま
し
た
。

★
川
崎
銀
柳
街
に
て
P
R
活
動

　平
成
31
年
3
月
15
日（
金
）
　参
加
者
　9
名

　
川
崎
・
幸
・
中
原
の
各
地
域
班
の
活
動
と
し
て
、
各
地

域
で
の
チ
ラ
シ
配
布
に
加
え
、
新
た
に
川
崎
銀
柳
街
で
会

員
募
集
チ
ラ
シ

及
び
テ
ィ
ッ
シ

ュ
配
布
活
動
に

取
り
組
み
ま
し

た
。

　
当
日
は
寒

く
、
ポ
ケ
ッ
ト

に
手
を
い
れ
て

い
た
歩
行
者
が

多
く
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
等
を
受
け

取
っ
て
も
ら
え

な
い
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
班

長
、
副
班
長
の

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
事
業
懇
談
会

　平
成
31
年
2
月
19
日（
火
）

　
中
部
事
務

所
2
階
会
議

室
に
お
い

て
、
家
事
援

助
・
子
育
て

支
援
業
務
に

就
業
中
の
会

員
と
、
就
業

希
望
の
会
員

を
対
象
と
し

た
懇
談
会
を

開
催
し
、
当

日
は
9
名
の

会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

ま
ず
職
員
か
ら
、
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
後
、
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

会
員
か
ら
、
実
際
の
就
業
状
況
の
説
明
や
、
質
問
を
受
け

付
け
懇
談
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　現
在
、
登
録
会
員
は
企
業
の
定
年
引
き
上
げ
な

ど
の
影
響
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
、
未
就
業
の

会
員
の
方
を
中
心
に
お
声
が
け
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
発
注
者
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
（
就
業
条
件
）
に

応
え
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　会
員
皆
様
の
周
り
で
、
健
康
で
元
気
な
就
業
意

欲
の
高
い
川
崎
市
内
在
住
の
60
才
以
上
の
高
齢
者

が
お
ら
れ
る
場
合
は
、
お
住
ま
い
を
担
当
す
る
事

務
所
を
御
案
内
く
だ
さ
い
。

　御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
川
崎
区
・
幸
区
・
中
原
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
南
部
事
務
所

　
　
　
T
E
L
　
0
4
4
―
2
2
2
―
1
5
5
0

○
高
津
区
・
宮
前
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
中
部
事
務
所

　
　
　
T
E
L
　
0
4
4
―
8
2
2
―
5
0
3
1

○
多
摩
区
・
麻
生
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
北
部
事
務
所
　

　
　
　
T
E
L
　
0
4
4
―
9
8
0
―
0
1
3
1

　詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
お
勧
め
下
さ
い
。

　（「
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
で
検
索
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
の
お
声
が
け
を

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

平
成
31
年
2
月
26
日（
火
） 

出
席
者
　2
名

　
北
部
事
務

所
会
議
室
に

て
、
第
2
回

事
務
所
安

全
・
適
正
就

業
対
策
会
議

を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は

本
年
度
に
川

崎
市
内
3
事

務
所
管
内
で

発
生
し
た
事

故
の
状
況
に

つ
い
て
報
告

を
行
う
と
と

も
に
、
原
因
の
分
析
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

次
年
度
の
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
た
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

　◆
事
務
所
地
域
班
連
絡
会
議

　平
成
31
年
2
月
26
日（
火
） 

出
席
者
　9
名

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
麻
生
区
・
多
摩
区
の
地
域

班
班
長
及
び
副
班
長
出
席
の
下
、
第
2
回
事
務
所
地
域
班

連
絡
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報

告
を
行
う
と
と
も
に
、
30
年
度
の
地
域
班
活
動
の
総
括
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
31
年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。



家事援助サービス講習会等の様子

家事援助サービス講習会等の様子

川崎銀柳街PR活動の様子

川崎銀柳街PR活動の様子

巡回の様子

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（４）

★
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
・
懇
談
会

　平
成
31
年
2
月
26
日（
火
）
　出
席
者
　30
名

　
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
で

最
も
依
頼
の

多
い
室
内
清

掃
業
務
に
係

わ
る
「
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」
の
講

習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
に（
株
）

互
幸
ワ
ー
ク

ス
か
ら
小
関

芳
行
様
を
お

迎
え
し
て
、

浴
室
・
洗
面
所
・
キ
ッ
チ
ン
の
清
掃
ポ
イ
ン
ト
を
重
点
的

に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
逃
す
ま
い
と
熱
心
に
受
講

さ
れ
、
洗
剤
や
清
掃
道
具
の
こ
と
で
は
疑
問
点
を
次
々
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
会
員
が
携
わ
る
家
庭
内
清
掃

に
生
か
し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
終
了
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
職
員
を
交
え

熱
心
な
声
か
け

に
よ
り
、
チ
ラ

シ
１
，５
０
０

枚
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
１
，５
０
０

個
を
配
布
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
御
協
力
頂
い

た
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

平
成
31
年
2
月
18
日（
月
）

　
高
津
区
久
本
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
の
清
掃
作
業
現
場
の
巡
回

指
導
を
実
施
し

ま
し
た
。安
全
・

適
正
就
業
対
策

員
が
、
作
業
会

員
の
就
業
状
況

を
視
察
す
る
と

と
も
に
、
確
認

事
項
に
沿
っ
て

就
業
会
員
に
質

問
し
、安
全
・
適

正
な
就
業
が
で

き
て
い
る
か
確

認
し
ま
し
た
。

て
懇
談
会
を
実

施
し
、
発
注
者

が
な
か
な
か
物

を
捨
て
ら
れ
ず

整
理
で
き
な
い

場
合
や
掃
除
道

具
の
調
子
が
悪

く
、
清
掃
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か

な
い
場
合
等
の

改
善
方
法
に
つ

い
て
、
話
し
合

い
ま
し
た
。

★
川
崎
銀
柳
街
に
て
P
R
活
動

　平
成
31
年
3
月
15
日（
金
）
　参
加
者
　9
名

　
川
崎
・
幸
・
中
原
の
各
地
域
班
の
活
動
と
し
て
、
各
地

域
で
の
チ
ラ
シ
配
布
に
加
え
、
新
た
に
川
崎
銀
柳
街
で
会

員
募
集
チ
ラ
シ

及
び
テ
ィ
ッ
シ

ュ
配
布
活
動
に

取
り
組
み
ま
し

た
。

　
当
日
は
寒

く
、
ポ
ケ
ッ
ト

に
手
を
い
れ
て

い
た
歩
行
者
が

多
く
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
等
を
受
け

取
っ
て
も
ら
え

な
い
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
班

長
、
副
班
長
の

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
事
業
懇
談
会

　平
成
31
年
2
月
19
日（
火
）

　
中
部
事
務

所
2
階
会
議

室
に
お
い

て
、
家
事
援

助
・
子
育
て

支
援
業
務
に

就
業
中
の
会

員
と
、
就
業

希
望
の
会
員

を
対
象
と
し

た
懇
談
会
を

開
催
し
、
当

日
は
9
名
の

会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

ま
ず
職
員
か
ら
、
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
後
、
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

会
員
か
ら
、
実
際
の
就
業
状
況
の
説
明
や
、
質
問
を
受
け

付
け
懇
談
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

懇談会の様子

事務所安全・適正就業対策会議の様子

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（５）

★
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
講
習
会
・
懇
談
会

　平
成
31
年
2
月
26
日（
火
）
　出
席
者
　30
名

　
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
で

最
も
依
頼
の

多
い
室
内
清

掃
業
務
に
係

わ
る
「
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」
の
講

習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
に（
株
）

互
幸
ワ
ー
ク

ス
か
ら
小
関

芳
行
様
を
お

迎
え
し
て
、

浴
室
・
洗
面
所
・
キ
ッ
チ
ン
の
清
掃
ポ
イ
ン
ト
を
重
点
的

に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
逃
す
ま
い
と
熱
心
に
受
講

さ
れ
、
洗
剤
や
清
掃
道
具
の
こ
と
で
は
疑
問
点
を
次
々
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
会
員
が
携
わ
る
家
庭
内
清
掃

に
生
か
し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
終
了
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
職
員
を
交
え

熱
心
な
声
か
け

に
よ
り
、
チ
ラ

シ
１
，５
０
０

枚
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
１
，５
０
０

個
を
配
布
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
御
協
力
頂
い

た
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

平
成
31
年
2
月
18
日（
月
）

　
高
津
区
久
本
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
の
清
掃
作
業
現
場
の
巡
回

指
導
を
実
施
し

ま
し
た
。安
全
・

適
正
就
業
対
策

員
が
、
作
業
会

員
の
就
業
状
況

を
視
察
す
る
と

と
も
に
、
確
認

事
項
に
沿
っ
て

就
業
会
員
に
質

問
し
、安
全
・
適

正
な
就
業
が
で

き
て
い
る
か
確

認
し
ま
し
た
。

て
懇
談
会
を
実

施
し
、
発
注
者

が
な
か
な
か
物

を
捨
て
ら
れ
ず

整
理
で
き
な
い

場
合
や
掃
除
道

具
の
調
子
が
悪

く
、
清
掃
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か

な
い
場
合
等
の

改
善
方
法
に
つ

い
て
、
話
し
合

い
ま
し
た
。

★
川
崎
銀
柳
街
に
て
P
R
活
動

　平
成
31
年
3
月
15
日（
金
）
　参
加
者
　9
名

　
川
崎
・
幸
・
中
原
の
各
地
域
班
の
活
動
と
し
て
、
各
地

域
で
の
チ
ラ
シ
配
布
に
加
え
、
新
た
に
川
崎
銀
柳
街
で
会

員
募
集
チ
ラ
シ

及
び
テ
ィ
ッ
シ

ュ
配
布
活
動
に

取
り
組
み
ま
し

た
。

　
当
日
は
寒

く
、
ポ
ケ
ッ
ト

に
手
を
い
れ
て

い
た
歩
行
者
が

多
く
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
等
を
受
け

取
っ
て
も
ら
え

な
い
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
班

長
、
副
班
長
の

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
事
業
懇
談
会

　平
成
31
年
2
月
19
日（
火
）

　
中
部
事
務

所
2
階
会
議

室
に
お
い

て
、
家
事
援

助
・
子
育
て

支
援
業
務
に

就
業
中
の
会

員
と
、
就
業

希
望
の
会
員

を
対
象
と
し

た
懇
談
会
を

開
催
し
、
当

日
は
9
名
の

会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

ま
ず
職
員
か
ら
、
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
業
務
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
後
、
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

会
員
か
ら
、
実
際
の
就
業
状
況
の
説
明
や
、
質
問
を
受
け

付
け
懇
談
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　現
在
、
登
録
会
員
は
企
業
の
定
年
引
き
上
げ
な

ど
の
影
響
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
、
未
就
業
の

会
員
の
方
を
中
心
に
お
声
が
け
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
発
注
者
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
（
就
業
条
件
）
に

応
え
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　会
員
皆
様
の
周
り
で
、
健
康
で
元
気
な
就
業
意

欲
の
高
い
川
崎
市
内
在
住
の
60
才
以
上
の
高
齢
者

が
お
ら
れ
る
場
合
は
、
お
住
ま
い
を
担
当
す
る
事

務
所
を
御
案
内
く
だ
さ
い
。

　御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
川
崎
区
・
幸
区
・
中
原
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
南
部
事
務
所

　
　
　
T
E
L
　
0
4
4
―
2
2
2
―
1
5
5
0

○
高
津
区
・
宮
前
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
中
部
事
務
所

　
　
　
T
E
L
　
0
4
4
―
8
2
2
―
5
0
3
1

○
多
摩
区
・
麻
生
区
に
お
住
ま
い
の
方

　
北
部
事
務
所
　

　
　
　
T
E
L
　
0
4
4
―
9
8
0
―
0
1
3
1

　詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
よ
う
お
勧
め
下
さ
い
。

　（「
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
で
検
索
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
の
お
声
が
け
を

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

平
成
31
年
2
月
26
日（
火
） 

出
席
者
　2
名

　
北
部
事
務

所
会
議
室
に

て
、
第
2
回

事
務
所
安

全
・
適
正
就

業
対
策
会
議

を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は

本
年
度
に
川

崎
市
内
3
事

務
所
管
内
で

発
生
し
た
事

故
の
状
況
に

つ
い
て
報
告

を
行
う
と
と

も
に
、
原
因
の
分
析
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

次
年
度
の
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
た
対
策
を
協
議
し
ま
し
た
。

　◆
事
務
所
地
域
班
連
絡
会
議

　平
成
31
年
2
月
26
日（
火
） 

出
席
者
　9
名

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
麻
生
区
・
多
摩
区
の
地
域

班
班
長
及
び
副
班
長
出
席
の
下
、
第
2
回
事
務
所
地
域
班

連
絡
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報

告
を
行
う
と
と
も
に
、
30
年
度
の
地
域
班
活
動
の
総
括
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
31
年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
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平成31年度　収支予算書

平
成
30
年
度 

第
３
回  

定  

時  

理  

事  

会

平
成
30
年
度 

第
３
回  

定  

時  

理  

事  

会

（１）

理事会の様子

予算額

1,327,000,000

211,683,000

8,000,000

1,000,000

60,000

72,000

92,138,000

1,000

5,000

1,639,959,000

40,000,000

40,000,000

1,679,959,000

前年度予算額

1,295,000,000

203,568,000

5,000,000

1,000,000

60,000

72,000

73,208,000

1,000

5,000

1,577,914,000

40,000,000

40,000,000

1,617,914,000

増　減

32,000,000

8,115,000

3,000,000

0

0

0

18,930,000

0

0

62,045,000

0

0

62,045,000

収入の部

科　　目

受 託 事 業 収 益

葬祭場管理運営費事業収益

労働者派遣事業等受託収益

受取会員登録手数料

基本財産運用益

特定資産運用益

受 取 補 助 金 等

受 取 寄 付 金

雑 収 益

経 常 収 益 計

借 入 金 収 入

財 務 活 動 収 入 計

収 入 の 部 合 計

予算額

1,609,299,000

35,660,000

1,644,959,000

40,000,000

40,000,000

1,684,959,000

▲ 5,000,000

5,000,000

0

0

0

前年度予算額

1,547,025,000

35,889,000

1,582,914,000

40,000,000

40,000,000

1,622,914,000

▲ 5,000,000

5,000,000

0

0

0

（単位：円）

増　減

62,274,000

△ 229,000

62,045,000

0

0

62,045,000

0

0

0

0

0

支出の部

科　　目

事 業 費

管 理 費

経 常 費 用 計

借入金返済支出

財 務 活 動 支 出 計

支 出 の 部 合 計

収 支 差 額

シルバー事業運営資金取崩収入

当 期 収 支 差 額

前期繰越収支差額

次 期 収 支 差 額

適
正
就
業
推
進
に
伴
う
契
約
継
続
の
見
直
し
や

派
遣
事
業
へ
の
移
行
に
加
え
、
雇
用
延
長
義
務

化
等
に
よ
る
高
齢
者
の
就
業
先
の
拡
大
に
よ

り
、
新
規
会
員
入
会
の
鈍
化
や
高
齢
化
が
顕
著

と
な
る
な
ど
、
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
が
よ
り
困
難

に
な
る
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　平
成
30
年
度
は
新
規
会
員
入
会
を
、
月
一
回

開
催
の
登
録
説
明
会
方
式
か
ら
予
約
制
随
時
登

録
方
式
へ
移
行
す
る
な
ど
、
利
便
性
の
向
上
と

就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
の
迅
速
化
が
図
れ
る
よ
う
改

善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
は
引
き

続
き
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
の
多
様
な
方
策

を
尽
く
す
と
と
も
に
、
次
期
計
画
策
定
に
向
け

て
、
計
画
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
把
握
・
検
証

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　加
え
て
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
及
び
「
か

わ
さ
き
北
部
斎
苑
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
安
全
で
安
定
的
な
葬
祭
場
事
業
運
営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
2
年
間
延

長
さ
れ
た
指
定
管
理
期
間
が
今
年
度
末
に
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
指
定
管
理
へ
の
対

応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
方
針

　
公
益
目
的
事
業
・
１

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　1

　会
員
の
増
強
と
育
成

　2

　就
業
機
会
の
拡
大
・
受
注
開
拓

　3

　安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

　4

　事
業
推
進
体
制
の
強
化

　5

　第
2
期
基
本
計
画
の
推
進
及
び
事
業
計

画
目
標
値
の
的
確
な
進
行
管
理

　6

　次
期
計
画
の
策
定

　3
月
25
日
（
月
）
に
第
3
回
定
時
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、 

① 「
特
定
費
用
準
備
資
金
等
取
扱

規
程
の
制
定
に
つ
い
て
」 

②
北
部
事
務
所
改
修

資
金
積
立
金
の
期
間
変
更
に
つ
い
て 

③
平
成
30

年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て 

④ 「
平
成

31
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
の

承
認
に
つ
い
て
」 

⑤ 「
平
成
31
年
度

川
崎
信
用
金
庫
短

期
借
入
金
契
約
に

つ
い
て
」
が
審
議

さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度 

事
業
計
画

　平
成
31
年
3
月
12
日
付
で
、
財
務
省
及
び
内

閣
府
よ
り
公
表
さ
れ
た
1
〜
3
月
期
の
法
人
企

業
景
気
予
測
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
輸
出
や
生

産
の
一
部
に
弱
さ
も
見
ら
れ
る
が
総
合
的
に

「
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
分
析

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

　雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
改
善
が
持
続
し
て
お

り
、
企
業
等
で
は
人
手
不
足
の
深
刻
化
に
よ
り
、

労
働
力
確
保
が
一
層
困
難
と
な
る
中
、
勤
務
時

間
や
勤
務
日
数
の
柔
軟
化
が
図
ら
れ
、
労
働
力

の
供
給
は
高
齢
者
や
女
性
を
中
心
と
し
て
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
28
年
度
事
業
実
績
か
ら
契
約
金
額
が
漸
減

し
て
き
て
お
り
ま
す
。
主
た
る
要
因
と
し
て
は
、

　
公
益
目
的
事
業
・
２
（
葬
祭
場
運
営
事
業
）

　1

　公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
葬
祭
場
と
し

て
の
公
平
性
の
確
保

　2

　質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　3

　適
正
な
業
務
の
遂
行
と
効
率
的
な
事
業

運
営

　4

　か
わ
さ
き
北
部
斎
苑
大
規
模
改
修
工
事

中
に
お
け
る
安
全
管
理
運
営

　
平
成
31
年
度 

収
支
予
算

新鶴見操車場の並びにあるセンター

真壁会員（左）

冨島会員（左）・今末会員（右） 大楠会員（左）・橋本会員（右）

笑
顔
で
臨
み
親
し
ま
れ
る

駐
輪
場
管
理
者

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　
か
つ
て
東

洋
一
と
も
言

わ
れ
た
新
鶴

見
操
車
場
跡

地
の
一
角
に

あ
る
J
R
新

川
崎
駅
に
隣

接
す
る
大
型

商
業
施
設

に
、
買
い
物

客
や
通
勤
客

ま
た
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

へ
通
う
人
達

が
利
用
す
る

駐
輪
場
が
3

カ
所
あ
り
ま

す
。
今
回
は
こ
の
駐

輪
場
で
就
業
し
て
い

る
5
名
の
会
員
を
取

材
し
ま
し
た
。

（
株
）駐
輪
サ
ー
ビ
ス

の
片
所
現
場
長
さ
ん

か
ら

　
こ
こ
の
駐
輪
場
は

需
要
に
対
し
駐
輪
台

数
が
少
な
く
駐
輪
禁

止
の
場
所
に
駐
輪
さ

れ
る
と
い
う
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
シ
ル
バ
ー
の
会

員
に
は
駐
輪
場
所
を

巡
回
し
、
空
い
て
い

る
駐
輪
場
を
利
用
者

に
案
内
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た

女
性
や
高
齢
者
に
取

り
出
し
に
く
い
自
転

車
の
取
り
出
し
を
お

手
伝
い
い
た
だ
く
な

ど
、
お
客
様
が
少
し
で
も
気
持
ち
よ
く
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
接
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。

会
員
さ
ん
に
話
を
伺
っ
て

〇
利
用
者
の
集
中
す
る
午
前
と
午
後
の
3
時
間
ず
つ
を
交

替
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
体
力
的
に
問
題
は
な
い
の
で

す
が
、
自
転
車
同
士
の
間
隔
が
狭
く
、
動
か
し
た
際
に

置
き
直
し
す
る
の
に
大
変
手
間
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

〇
就
業
中
は
利
用
者
へ
の
笑
顔
の
挨
拶
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
一
寸
し
た
お
手

伝
い
に
お
礼
の
こ
と

ば
を
頂
戴
し
た
り
、

落
と
し
物
等
を
見
つ

け
た
際
に
い
た
だ
く

感
謝
の
気
持
ち
に

は
、
や
り
が
い
と
笑

顔
が
一
段
と
増
し
ま

す
。

〇
駐
輪
禁
止
の
取
扱

は
物
理
的
な
検
討
項

目
で
す
が
、
最
低
限

歩
行
者
の
歩
く
空
間

を
確
保
す
る
た
め
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
整
理
整
頓

に
努
め
て
い
ま
す
。

取
材
を
し
て
み
て

　
最
近
主
流
の
自
転
車
ブ
ロ
ッ
ク
装
置
の
前
輪
施
錠
型
が

タ
イ
ヤ
の
形
状
に
よ
っ
て
は
転
倒
し
が
ち
で
、
出
し
入
れ

に
奮
闘
す
る
利
用
者
も
少
な
く
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
利
用
者
に
笑
顔
で

親
し
ま
れ
る
存
在
と
し
て
就
業
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
堤
　
伸
雄

配分金支払日のお知らせ

4月分

5月分

6月分

5月27日 ㈪

6月25日 ㈫

7月25日 ㈭

4月分から6月分の配分金支払日は 
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日   
（金融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へお支払いします。

人 事 異 動

【新　任】（４月１日）

○南部事務所　主査
　前　田　忠　夫

【退　任】（３月31日）

○南部事務所　副所長
　青　木　敏　之
○中部事務所
　丸　山　純　子　


